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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。
そ
の
決

算
額
は
、
９
９
億
２　

８
４
３
万

２　

１
２
２
円
で
す
。

　

グ
ラ
フ
１
（
円
グ
ラ
フ
）
は
、

そ
の
内
訳
を
表
し
た
も
の
で
す
。

所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税
の

一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
約
20
％
を
占
め
、
次
ぎ

に
多
い
の
は
事
業
を
実
施
す
る
た

め
長
期
的
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
す
る
市
債
、
続
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税

な
ど
の
市
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
諸
収
入
、
県
支
出
金
、

繰
入
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

，

，

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業

会
計
が
、
第
３
回
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
の
中
心
の
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算

額
が
９
９
億
２ 

８
４
３
万
２ 

１
２
２
円
、
歳
出
決
算
額

が
９
３
億
２ 

１
５
０
万
３ 

２
４
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
決
算
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 ，

，

，
，

９
９
億
２  

８
４
３
万

２  

１
２
２
円

，，

歳入歳入

市債（17.5％）

17億3,860万円

市税（15.9％）

15億7,569万5,596円諸収入（12.3％）

12億2,309万2,953円

県支出金（ 9.4％）

9億3,027万4,604円

国庫支出金（ 9.1％）

9億692万6,341円

繰入金（ 7.0％）

6億9,108万3,240円

地方交付税（19.2％）

19億350万7千円

地方譲与税（3.6％）… 3億5,338万1千円

地方消費税交付金（1.9％）… 1億8,767万5千円

分担金及び負担金（1.5％）… 1億4,809万5,370円

自動車取得税交付金（1.1％）… 1億556万6千円

使用料及び手数料（0.7％）…  6,910万3,155円

ゴルフ場利用税交付金（0.3％）… 3,052万3,858円

株式等譲渡所得割交付金（0.2％）… 1,693万5千円

財産収入（0.2％）… 1,599万9,005円

寄附金（0.1％）… 1,126万7千円

利子割交付金 … 1,065万2千円

配当割交付金 … 770万6千円

交通安全対策特別交付金 … 234万9千円

９
３
億
２  

１
５
０
万

３  

２
４
９
円

，，

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 99億 2,843 万 2,122 円 93 億 2,150 万 3,249 円

特

別

会

計

国民健康保険

老人保健

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

野外趣味活動施設

35億 1,823 万 9,789 円

29 億 6,899 万 1,051 円

1億 6,521 万 2,947 円

11 億 8,786 万 4,204 円

14 億 3,722 万 6,551 円

1,736 万 4,907 円

30 億 7,978 万 7,662 円

27 億 4,293 万 8,653 円

1億 5,401 万 331 円

11 億 6,540 万 5,571 円

13 億 5,821 万 399 円

1,710 万 2,304 円

合　　　　　計 192 億 2,333 万 1,571 円 178 億 3,895 万 8,169 円

■歳入・歳出総額

歳出

諸支出金（ 3.2％）… 3億62万5,235円

議会費（ 1.7％）… 1億5,497万1,022円

商工費（ 0.8％）… 7,915万7,766円

民生費（21.6％）

20億1,419万6,932円

総務費（12.7％）

11億8,775万5,307円

農林水産業費（12.7％）

11億7,920万5,284円

農林水産業費（12.7％）

11億7,920万5,284円

土木費（12.4％）

11億5,794万7,933円

教育費（11.2％）

10億4,589万7,116円

公債費（ 9.5％）

8億8,139万2,073円

衛生費（ 9.1％）

8億5,129万5,067円

消防費（ 5.1％）

4億6,905万9,514円

市民一人当たりでは

務
費
、
農
林
水
産
業
費
、
土
木
費

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
表
は
、
目
的
別
歳
出
と
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
当
た
り

に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

使われたお金
187,944円

納めていただいた市税
31,770円

民生費　40,611 円

お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
の

た
め
に

総務費　23,948 円

戸
籍
、
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
に

農林水産業費　23,776円

農
業
を
一
層
盛
ん
に

す
る
た
め
に

土木費　23,347 円

道
路
や
橋
な
ど
の
建

設
や
修
繕
な
ど
に

教育費　21,088 円

学
校
施
設
の
建
設
費

や
生
涯
学
習
振
興
な

ど
に

公債費　17,771 円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　17,164 円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　9,457 円

防
災
対
策
、
消
防
、

緊
急
救
命
活
動
な
ど

議会費･商工費･諸支出金
　10,782 円

議
会
や
商
工
労
働
な

ど
に

15,984 円

市
民
税

12,751 円

固
定
資
産
税

2,983 円

市
た
ば
こ
税

※一般会計歳出をもとに、平成 18
　年 3月末現在の人口 49,597 人
　で算出しました。

区　　　分 収　　　入 支　　　出

岩瀬水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

2億 6,323 万 5,379 円 3億 3,575 万 6,402 円

資本的（主に
設備投資関係）

9,382 万 4,500 円 1億 3,765 万 4,791 円

真壁水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

1億 5,651 万 7,172 円 2億 7,269 万 6,005 円

資本的（主に
設備投資関係）

162 万 7,500 円 9,733 万 4,684 円

大和水道事業

収益的（主に
維持管理関係）

9,488 万 9,515 円 1億 3,104 万 8,260 円

資本的（主に
設備投資関係）

22万 6千円 1,861 万 8,958 円

( グラフ１)
( グラフ２)

　

歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
そ
の

決
算
額
は
、
９
３
億
２ 

１
５
０

万
３ 

２
４
９
円
で
す
。

　

グ
ラ
フ
２
（
円
グ
ラ
フ
）
は
、

歳
出
を
目
的
別
に
表
し
た
も
の
で

す
。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
る
民

生
費
が
最
も
多
く
、続
い
て
戸
籍
、

庁
舎
管
理
や
選
挙
経
費
な
ど
の
総

，

，

※一般会計歳入の市税をもとに、
　平成 18 年 3 月末現在の人口
　49,597 人で算出しました。

■水道事業会計決算

52円

軽
自
動
車
税
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〜
27
人
の
農
業
委
員
決
ま
る
〜

　

去
る
８
月
27
日
（
日
）、
任
期

満
了
に
伴
う
桜
川
市
農
業
委
員
一

般
選
挙
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
区
の
定
数
は
、
岩
瀬

地
区
９
人
・
大
和
地
区
５
人
・
真

壁
地
区
６
人
で
、
真
壁
地
区
の
立

候
補
者
が
定
数
を
１
人
上
回
っ
た

た
め
に
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
区
は
、
立
候
補

者
が
定
数
と
同
数
の
た
め
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

議
会
を
は
じ
め
各
団
体
か
ら
の
推

薦
７
人
も
選
出
さ
れ
、
合
計
27
人

の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成
18
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
９
月
30
日

ま
で
で
す
。

※
農
業
委
員
の
紹
介

氏
名　

年
齢
（
10
月
１
日
現
在
） 

①
住
所 

②
公
選
・
推
薦　

③
担

当
区
域

■
問
合
先
／
桜
川
市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
桜
川
市
役
所
真
壁
庁
舎

内
・　

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

内
線
３
１
８
０
・
３
１
８
１
）

山や
ま
な
か中　

聖き
よ
と
し敏　

77
歳

鈴す

ず

き木　

賢
た
か
し　

64
歳

①真壁町白井 1274
②公選
③桜井、白井

田た
　
ぐ
ち口　

毅き

一い
ち　

51
歳

①真壁町上小幡 95
②公選
③上・下小幡

鈴す

ず

き木　

政ま

さ

お夫　

53
歳

①東飯田 507
②議会推薦
③　－

佐さ

と

う藤　

美み

よ

こ

代
子　

51
歳

①金敷 167-2 ②公選
③宮、木崎、中丸木、福泉、　
　金敷

潮う
し
お
だ田　

新し
ん

正せ
い　

56
歳

①真壁町長岡 559
②議会推薦
③長岡、原方

島し
ま
む
ら村　

宣の
ぶ
か
つ一　

64
歳

①富谷 270
②公選
③元岩瀬、大岡、富谷、中里

高た
か
は
し橋　

孝こ
う
い
ち一　

68
歳

①高久 496
②公選
③前原、中根、高久、鷲宿

大お
お
や
ま山　

佳よ
し
の
り功　

62
歳

①真壁町亀熊 968
②共済推薦
③飯塚、亀熊

笠か
さ
く
ら倉　

三さ
ぶ
ろ
う郎　

67
歳

①真壁町椎尾 333
②公選
③東山田、北・南椎尾、酒寄

①真壁町山尾 127
②農協推薦
③伊佐々、羽鳥

柴し
ば
や
ま山　

健
た
け
し　

68
歳

①青木 1500
②公選
③羽田、高森、青木

渡わ
た
な
べ邊　

隆た

か

お夫　

63
歳

①木植 434
②公選
③今泉、木植、猿田、曽根

古こ

や

た

谷
田　

智
さ
と
し　

64
歳

①門毛 963　②公選
③入野本田・新田、門毛東・西、
　南飯田、間中

菊き

く

ち池　

進
す
す
む　

57
歳

①真壁町東山田 1508
②土地改良区推薦
③－

 　

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
や
農

業
団
体
・
市
議
会
か
ら
の
推
薦

で
選
任
さ
れ
た
、
農
業
者
を
代

表
す
る
「
農
業
委
員
」
で
構
成

さ
れ
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
農
地
の
有
効
利
用
に
は

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
時
に
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

岩
瀬
・
大
和
庁
舎
内
経
済
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

農
地
を
取
得
し
た
い
。
ま
た
は

借
り
た
い
。

・ 

農
地
を
売
り
た
い
。
ま
た
は
、

貸
し
た
い
。

・ 

農
地
を
後
継
者
に
譲
り
た
い
。

・ 

農
地
を
賃
貸
す
る
場
合
の
標
準

小
作
料
に
つ
い
て
。

・ 

農
作
業
を
受
委
託
す
る
場
合
の

標
準
額
に
つ
い
て
。

・ 

農
地
の
賃
貸
契
約
を
解
約
し
た

い
。

・ 

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る

た
め
転
用
し
た
い
。

・ 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
い
。

・ 

農
業
者
年
金
を
受
給
し
た
い
。

・ 

農
地
な
ど
の
諸
証
明

　

そ
の
他
、
農
地
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
農
地
法
許
認
可
申
請
書
の

受
付
期
間
／
毎
月
７
日
〜
12
日

（
土
・
日
の
場
合
は
翌
日
）
ま
で

※
農
村
環
境
を
守
る
た
め
耕
作

放
棄
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
の
役
割

農地の有効利用など農業振興のた
めの様々な業務を行っています。

会　　長会長職務代理者

高た
か
は
し橋　

偉い

一い
ち　

58
歳

①犬田 209　②公選
③東区1・2・3、西区、常盤町、
　犬田、鍬田

保ほ

坂さ
か　

義よ
し

一か
つ　

66
歳

①磯部 749　②公選
③西友部、稲荷橋、上城、谷中、
　水戸、青柳、磯部、稲

仁に

平へ
い　

郁い
く

夫お　

68
歳

①本郷 1005　②公選
③長方南・北、中泉、上の原、
　下泉、本郷、堤上

榎え
の
き
ど戸　

一か
ず

夫お　

45
歳

①真壁町源法寺 427
②公選
③塙世、源法寺、須津賀

島し

ま

だ田　

勝か
つ
い
ち市　

64
歳

①真壁町東矢貝 864　②公選
③細芝、下谷貝（下・中・上）、上谷
　貝（北部・南部）、東矢貝、大塚新田

①富岡 28　②公選
③西飯岡、大泉、飯渕、久原、
　富岡

飯い

い

だ田　

秀ひ
で
ゆ
き幸　

62
歳

①東飯田 433-1
②公選
③東飯田、西方、阿部田

鈴す

ず

き木　

正
し
ょ
う
い
ち一　

70
歳

①本木 1364
②公選
③本木 1・2、大曽根

深ふ

か

や谷　

義よ
し
ひ
ろ洋　

63
歳

①福崎 531　②共済推薦
③御領、明日香、桜川、富士
　見台、山口、坂本、大月

小こ

ま

つ

ざ

き

松
崎　

勝
ま
さ
る　

63
歳

①亀岡 656　②公選
③平沢、亀岡、池亀、小塩、　
　福崎

堀ほ

っ

た田　

弘
ひ
ろ
し　

54
歳

①西小塙 458　②公選
③西小塙 1・2・3、加茂部 1・
　2、高幡

宮み

や

た田　

政ま
さ
あ
き昭　

61
歳

①真壁町山尾 599
②公選
③真壁、田、古城、山尾

稲い

な

ば葉　

則の

り

お夫　

59
歳

農業委員会は、

①友部 1017-1
②議会推薦
③松田、東友部、羽黒駅前

橋は
し
も
と本　

位い

知ち

朗ろ
う　

56
歳

農
業
委
員
の
紹
介
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買い物袋持参運動の「F
フ ー ド

OOD　O
オ フ

FFストッカー真壁店」から寄付

「
今
後
も
美
し
い
花
を
見
る
こ
と
で
、
道
路
利
用
者
を
は

じ
め
地
域
の
人
た
ち
に
、
少
し
で
も
心
和
ら
い
で
も
れ

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。」
と
原
会
長

岩瀬「花いっぱい運動」推進協議会が国土交通省から道路愛護団体表彰

News＆ Topics

品
評
会
後
の
親
睦
会
で
は
、
栽
培
時
の
苦
労
話
や
来
年

へ
の
意
気
込
み
な
ど
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ジャイアントかぼちゃの品評会を開催

今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
、
木き

村む
ら

ナ
ツ
さ
ん
（
写

真
右　

東
飯
田
地
区
）
と
谷や

口ぐ
ち

宗そ
う

さ
ん
（
写
真
左　

真

壁
町
東
山
田
地
区
）

中田市長が100歳を迎えられた方を慶祝訪問

敬
老
会
に
参
加
し
た
高
齢
者
の
方
は
、
県
警
本
部
交
通

企
画
課
員
に
よ
る
「
腹
話
術
」
の
話
術
に
笑
い
声
を
上

げ
な
が
ら
も
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

鍋
なべや

屋地区敬老会で高齢者交通安全教室

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
に
優
勝
し
た
、
さ
く
ら
チ
ー

ム
の
み
な
さ
ん

第1回桜川市家庭婦人バレーボール連盟杯

　敬老の日を前にした 9 月 15 日（金）、今年で

100 歳を迎えられたお年寄り 2人を中田市長が慶

祝訪問し、ほう状と記念品を贈呈して長寿を祝いま

した。

　今年桜川市では、木
き

村
むら

ナツさん（東
ひがしいいだ

飯田地区）と

谷
や

口
ぐち

宗
そう

さん（真壁町東
ひがしやまだ

山田地区）が 100 歳を迎え

ました。両名の方とも、手や顔のしわに歩まれたそ

れぞれの人生の重みがうかがえました。木村さんに、

長寿の秘訣をたずねてみると「野菜を中心として規

則正しく食事をとっています。」と話されていまし

た。市内には、最高齢の 105 歳の方を筆頭に 100

歳以上の方が 14 人いらっしゃいます。みなさん、

いつまでもお元気でお過ごしください。

　9 月 18 日（月）の敬老の日、真壁町鍋屋地区

（櫻
さくら

井
い

信
のぶ

文
ふみ

区長）の敬老会で高齢者交通安全教室が

開催されました。

　これは、高齢者を取り巻く交通情勢が厳しさを増

す中、この機会に交通安全を再認識してもらおうと

行われたもので、当日は、県警本部交通企画課・桜

川警察署・地区交通安全協会の協力を得て約 60人

が地元会館に参集。約１時間にわたり、講話・腹話

術・クイズを組み合わせ、笑いを交えながらの交通

安全教室が行われました。終了後、参加された方は

地元女性の会のみなさんの手料理に舌鼓を打ちなが

らカラオケなどで楽しい１日を過ごしました。

　岩瀬体育館（ラスカ）をメイン開場に「第 1回

桜川市家庭婦人バレーボール連盟杯」が開催されま

した。

　大会には、市内各地区の予選を勝ち抜いた12チー

ムが参加。優勝を目指して熱戦が繰り広げられ、結

果、大和地区から参加した、さくらチームが優勝し

ました。

【大会結果】

　優　勝　　さくら（大和地区／写真右）

　準優勝　　グレース（真壁地区）

　３　位　　元岩瀬A( 岩瀬地区）

　買い物袋持参運動（レジ袋の削減）を推進して

いる「FOOD OFF ストッカー真壁店」から、154，

375 円の寄付がありました。

　これは、同店のレジ袋有料代金を桜川市の環境保

全のために役立ててほしいと寄付されたものです。

「食」は、毎日私たちの生活に深く関わっています。

私たちは、食物の購入・保存・調理・片付けなどに

おいても様々な資源を消費しています。そして、買

い物袋を持参するなど一人ひとりのちょっとした心

がけで、食においても省エネを実践することができ

るはずです。市民のみなさんのご理解とご協力をお

願いいたします。

　岩瀬「花いっぱい運動」推進協議会（原
はら

　通
みち

庸
もち

会長）

が国道美化で国土交通省関東地方整備局から道路愛

護団体表彰を受けました。

　これは、国土交通省が定める８月の道路ふれあい

月間に合わせて、多年にわたる道路の美化清掃や道

路愛護思想の普及活動に著しく功績のあった個人ま

たは団体を対象として表彰を行うものです。同協議

会は、美しい花であふれる心豊かなまちづくりのた

めに、グループ、公共的団体および企業と共に「石
せき

匠
しょう

の道
みち

」フラワーロード造りと国道 50号沿線の植

樹帯に草花を植えるなどの活動を平成 9年から実

施しており、今回この功績が認められました。

　ジャイアントかぼちゃの重さを競う品評会が堤
つつみのうえ

上

地区公民館で開催されました。

　これは、アトランティック・ジャイアントという

かぼちゃの栽培者で組織する「三地区カボチャ会」

主催で行われるもので、当日は、堤上・本
ほん

郷
ごう

・下
しも

泉
いずみ

地区などの会員 36人が丹誠込めて栽培した自慢

のかぼちゃを持ち寄りました。この品種は、大きさ

や重さを競うコンテスト用のかぼちゃで、上手に栽

培すれば 100 ㎏以上にもなります。

　75 ㎏の見事なかぼちゃで優勝した深
ふか

谷
や

一
いっ

誠
せい

さん

（堤上地区）は「梅雨の長雨でほとんどの苗が枯れ

てしまい苦労しました。来年は100㎏級のかぼちゃ

に挑戦したい。」と述べていました。

柳や
な
ぎ
だ田

一か

ず

お雄
フ
ー
ド
オ
フ
販
売
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー(

写
真
右)

が
市
役
所
を
訪
れ
、
中
田
市
長
に
寄
付
金
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

：
：
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第
8
回
筑
西
広
域
イ
ベ
ン
ト

「
や
っ
ぺ
え
」

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

■
開
催
日
時
／
11
月
26
日
（
日
）

9
時
〜
15
時

■
開
催
場
所
／
県
西
総
合
公
園

（
〒
３
０
９-

１
１
２
７
筑
西
市

桑
山
２
８
１
８
・

０
２
９
６

-

57-

５
６
３
１
）

■
催
事
／
芸
能
・
舞
踏
発
表
、
大

抽
選
会
、
物
産
店
、
子
供
・
大
人

広
場
、そ
ば
打
ち
実
演
販
売
、や
っ

ぺ
え
汁
販
売
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

熱
気
球
、
輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー
、
献

血
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
先
／
筑
西
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
事
務
局
（
〒
３
０
８

-

０

８

０

３

筑

西

市

直

井

１
０
７
６
・

０
２
９
６-

22-

７
９
７
９
）

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
葉
書
で
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉
書
の

場
合
は
、
催
事
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
明
記
の

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着

順
で
受
付
し
、
定
員
千
2
百
人
に

な
り
次
第
終
了
い
た
し
ま
す
。
後

日
、入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８
）

「
男ひ

と

と
女ひ

と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
」

茨
城
県
県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
早
期
に

実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
域
、
学

校
、
地
域
、
家
庭
そ
の
他
の
社
会

の
あ
る
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
県

は
も
と
よ
り
市
町
村
、
県
民
、
事

業
者
な
ど
が
連
携
し
て
、
一
体
的

か
つ
効
果
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
民
や
事
業
者

な
ど
の
理
解
と
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
活
動
が
積
極
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
男ひ

と

と
女ひ

と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
６
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
18
日
（
土
）
13
時

〜
15
時
55
分　

■
会
場
／
結
城
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
「
ア
ク
ロ
ス
」
大
ホ
ー
ル

■
主
な
内
容
／
舞
祭
（
チ
ー
ム
Ｙ

Ｏ
Ｕ
！
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）、
寸
劇
（
ゆ

う
き
女
性
会
議
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ら
い

ず
）、
基
調
講
演
（
弁
護
士
、
女

性
と
仕
事
の
未
来
館
館
長
・
渥
美

雅
子
氏
）

■
問
合
先
／
企
画
課
男
女
共
同

参
画
室
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

安あ

部べ

司
つ
か
さ

氏
（「
食
品
の
裏
側
」

著
者
）
講
演
会

 

茨
城
県
女
性
団
体
連
盟
・

茨
城
県
女
性
の
つ
ば
さ
連
絡
会

■
共
催
／
桜
川
市

■
日
時
／
12
月
1
日
（
金
）
13
時

15
分
〜
15
時
30
分
（
開
場
12
時
30

分
）

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」（
桜
川
市
羽

田
９
８
９-

１
・

０
２
９
６

-

20-

６
３
０
０
）

■
演
題
／
「
つ
な
が
る
い
の
ち
を

大
切
に
」
〜
食
で
変
わ
る
家
族
の

絆
〜

■
入
場
料
／
無
料

※
駐
車
場
（
2
百
台
）
あ
り
・
託

児
所
あ
り
（
要
予
約

０
２
９
６

-

55-

２
６
１
５
／
市
村
）・
Ｊ

Ｒ
岩
瀬
駅
よ
り
無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
（
岩
瀬
駅
発
12
時
30
分
）

■
問
合
先
／
谷や

口ぐ
ち

（

０
２
９
６

-

54-

０
４
４
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
９
６-

55-

１
９
３
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
18
年
度
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
岩
瀬
・
真
壁
消
防
署
、
大

和
分
署

　

「
あ
な
た
で
す 

火
の
あ
る
く
ら

し
の 

見
は
り
役
」
の
統
一
標
語

の
も
と
、
今
年
も
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図

り
、
火
災
発
生
の
防
止
と
死
傷
事

故
や
財
産
損
失
の
防
止
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
運
動
期
間
／
11
月
9
日
（
木
）

〜
15
日
（
水
）
ま
で
の
7
日
間

■
重
点
目
標
／
住
宅
防
火
対
策
の

推
進
、
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火

災
予
防
対
策
の
推
進
、
特
定
防
火

対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全
対

策
の
徹
底

■
期
間
中
の
主
な
行
事
／
11
月
12

日
（
日
）:

林
野
火
災
防
御
訓
練
、

火
災
予
防
防
火
パ
レ
ー
ド

■
問
合
先
／
岩
瀬
消
防
署
（

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）・

真
壁
消
防
署
（

０
２
９
６

-

55-

２
４
０
３
）・
大
和
分
署

（

０
２
９
６-

58-

６
８
５
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

電
気
設
備
の
安
全
調
査

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
下
館

事
業
所

　

財
団
法
人 

関
東
電
気
保
安
協

会
下
館
事
業
所
で
は
、
電
気
事
業

法
に
基
づ
き
、
本
年
8
月
か
ら
来

年
1
月
ま
で
桜
川
市
各
地
区
に
お

い
て
、
各
家
庭
の
電
気
設
備
の
安

全
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
服
着
用
で
、
腕
章
・
写
真
入

り
調
査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が

お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
物
品
な
ど
の
販
売
や
金

銭
な
ど
を
請
求
を
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
12
月
の
日
程
／
桜
川
市
真
壁
町

椎
尾
・
羽
鳥
・
田
・
飯
塚
・
酒
寄
・

源
法
寺
・
塙
世
・
大
塚
新
田
・
東

矢
貝
・
上
谷
貝
・
下
谷
貝
の
各
地

区■
訪
問
時
間
／
9
時
〜
16
時

■
問
合
先
／
（
財
）
関
東
電

気
保
安
協
会
下
館
事
業
所
（

０
２
９
６-

22-

５
５
２
５
）

イ
ベ
ン
ト

く
ら
し
の
情
報

Information
for Living

8

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　
　

  

３
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

６
期

納
期
限:

11
月
30
日
（
木
）

-

76-

０
９
５
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

人
権
週
間
記
念
講
演
会

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の

皆
様
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権

を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
す
る

た
め
、
人
権
週
間
（
12
月
4
日
〜

10
日
）
期
間
中
に
記
念
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
9
日
（
土
）
13
時

〜
（
開
場
12
時
20
分
）

■
場
所
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場

大
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市
竹
園
２

-

20-

３
）

■
内
容
／
平
成
18
年
度
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・

同
年
度
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
彰

式
・
人
権
作
文
朗
読
・
講
演
：
海

老
名 

香
葉
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

「
笑
っ
て 

泣
い
て 

頑
張
っ
て
」

■
費
用
／
無
料

受
講
生
募
集

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

 

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
５

日
・
６
日
・
７
日
【
３
日
間
】

９
時
〜
16
時

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
＆
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
9

日
（
土
）
【
1
日
間
】
9
時
〜

16
時

・ 

申
込
期
間
／
11
月
20
日
（
月
）

〜
12
月
1
日
（
金
）

 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
応
用
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
11

日
・
15
日
・
18
日
・
22
日
、
平

成
19
年
1
月
12
日
・
15
日
・
19

日
・
22
日
【
8
日
間
】
18
時
30

分
〜
21
時
30
分

・ 

申
込
期
間
／
11
月
20
日
（
月
）

〜
12
月
4
日
（
月
）

ワ
ー
ド
で
楽
し
く文

書
作
成
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
19

日
・
20
日
・
21
日
【
３
日
間
】

９
時
〜
16
時

 

簿
記
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
5

日
（
火
）
〜
平
成
19
年
1
月
30

日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
・
金

曜
日
【
14
日
間
】
18
時
30
分
〜

21
時
30
分

・ 

申
込
期
間
／
11
月
20
日
（
月
）

〜
30
日
（
木
）

 

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
３
級

　
　
　
　
　
　

  

資
格
取
得
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
12
月
2

日
・
9
日
・
16
日
【
土
曜
全
3

回
】
9
時
〜
16
時

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
下

泉
６
２
５-

１
・

０
２
９
６

-

75-

１
２
５
４
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
11
月
27
日
（
月
）
9
時

〜
12
時
15
分
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-
５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
12

月
25
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
1
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ

ン
プ
場
使
用
料
の
減
免

商
工
観
光
課

　

桜
川
市
民
の
皆
様
に
限
り
、
上

野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

（
桜
川
市
上
野
原
地
新
田
48
）
の

使
用
料
を
次
の
と
お
り
減
免
い
た

し
ま
す
。

　

ケ
ビ
ン
は
冷
暖
房
完
備
、
ほ
か

に
も
冷
蔵
庫
・
炊
飯
器
・
寝
具
・

食
器
類
が
揃
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

家
族
・
お
友
達
で
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
／
ケ
ビ
ン
8
人
・
6

人
用

■
減
免
期
間
／
平
成
18
年
12
月
1

日
〜
平
成
19
年
2
月
28
日

 

使
用
料

・ 

ケ
ビ
ン
8
人
用
1
棟
1
泊
／
1

万
2
千
6
百
円
（
50
％
off)

・ 

ケ
ビ
ン
6
人
用
1
棟
1
泊
／
8

千
4
百
円
（
50
％
off)

■
申
込
先
／
上
野
沼
や
す
ら
ぎ

の
里
キ
ャ
ン
プ
場
（

０
２
９
６

お
知
ら
せ

募　

集

さくらがわ　2006.11.1
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動
の
様
子
を
『
い
き
い
き
駅
サ
イ
ト
ニ
ュ
ー

ス
』
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
方
に
報
じ
る
な

ど
、
活
動
に
対
す
る
意
気
込
み
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
駅
舎
内
に
自
分
た
ち

手
作
り
の
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
「
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
人
た
ち
が
出
会
い
、
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
れ
ば
。」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
駅

周
辺
で
の
防
犯
活
動
や
清
掃
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
自

ら
の
発
想
に
よ
り
は
じ
ま
っ
た
こ
の
活
動
、

市
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
「
願
い
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

浄化槽を設置すると、家庭のトイレや台所などから出
る生活雑排水はすべてきれいに処理されます。  

対
象
地
域
は
岩
瀬
地
区

　

市
は
、
本
年
4
月
か
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
浄
化
槽

の
設
置
と
、
そ
の
後
の
維
持
管
理

を
お
手
伝
い
す
る
「
市
設
置
型
浄

化
槽
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
地
域
は
、
公
共
下

水
道
認
可
区
域
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
区
域
を
除
く
岩
瀬
地
区

全
域
で
す
。
な
お
、
真
壁
・
大
和

地
区
に
つ
い
て
も
順
次
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
す
。

 

事
業
の
概
要

　

従
来
、
浄
化
槽
設
置
は
個
人
で

浄
化
槽
設
置
工
事
を
行
い
、
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
市
が
助
成
を

行
い
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
個

人
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
事

業
で
は
市
が
個
人
に
代
わ
っ
て
、

浄
化
槽
設
置
工
事
か
ら
維
持
管
理

ま
で
を
行
う
も
の
で
す
。

　

対
象
地
域
で
、
新
築
・
増
築
・

水
周
り
の
改
造
・
改
築
を
問
わ
ず

浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
す
る

方
は
、
原
則
と
し
て
本
事
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

詳
し
い
内
容
は
、
下
水
道
課
集

落
排
水
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

申
請
の
受
付

　

本
事
業
の
申
請
受
付
は
、
桜

川
市
役
所
（
大
和
庁
舎
）
建
設

部
下
水
道
課
窓
口
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

※
浄
化
槽
の
設
置
数
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

申
請
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
建
設

部
下
水
道
課
お
よ
び
岩
瀬
支
所
建

設
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
下
水
道
課
集

落
排
水
係
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内
線
１
１
６
８
）

さあ、できることからやってみよう！

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
始
ま
っ
た
、
大
和
・
高
森
地
区

の
地
域
づ
く
り
活
動
。

　

同
地
区
に
は
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
の
『
や
ま
と

駅
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
休
憩
施
設
を
兼
ね
た

駅
舎
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
は
ガ

ラ
ン
と
し
た
空
洞
状
態
で
、
休
憩
施
設
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
と
は
、ほ
ど
遠
い
状
態
で
し
た
。

　

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
地
元
区
長

を
は
じ
め
の
有
志
の
方
々
で
、「
と
に
か
く
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。」
と
い
う

発
想
の
下
、
手
始
め
に
駅
舎
内
に
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
開
設
。
写
真
展
や
地
元
の
お
年
寄

り
の
絵
画
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
実
行
委
員
会

『
い
き
い
き
駅
サ
イ
ト
』
を
組
織
。
そ
の
活

～ 大和・高
たか

森
もり

地区のみなさん自らが地域づくり活動 ～
何
も
な
か
っ
た
駅
舎
が
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
し

た
こ
と
で
、
ぬ
く
も
り
い
っ
ぱ
い
の
空
間
に
変
わ
り
ま

し
た
。

地域の方の様々な活動の様子に、訪れた人たちも興味津々です。



地
方
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

古こ

文も
ん

書じ
ょ

を
も
と
に
隠
れ
た
郷
土

の
歴
史
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
16
日
（
土
）
10
時

〜
12
時

■
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館
2
階

■
講
師
／
文
化
課
職
員

■
対
象
／
先
着
50
人

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
先
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.13

 0296-55-0556
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■
日
時
／
12
月
3
日
（
日
）
小
雨

決
行 

10
時
30
分
〜
、
13
時
30
分

〜
（
内
容
は
2
回
と
も
同
じ
）

■
場
所
／
真
壁
城
跡
（
桜
川
市
真

壁
第
一
体
育
館
東
側
）

　

今
年
度
の
真
壁
城
発
掘
調
査
の

成
果
に
つ
い
て
、
現
地
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
中な

か

城じ
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
作
ら
れ
た
虎こ

口ぐ
ち

（
お
城
の

出
入
り
口
）
と
門
の
跡
、
さ
ら
に

当
時
使
わ
れ
て
い
た
道
の
跡
を
確

認
で
き
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

実
際
に
現
地
を
歩
き
、
出
土
し
た

昔
の
道
具
を
見
な
が
ら
、
戦
国
時

代
の
真
壁
城
の
様
子
を
想
像
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
つ
く
ば
市
に
あ

る
国
指
定
史
跡
小お

田だ

城
じ
ょ
う

跡あ
と

の
現

地
説
明
会
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
教
育
委
員
会
文
化
課

文
化
財
係
（

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
代
）

平
成
18
年
度 
国
指
定
史
跡
真ま

壁か
べ

城
じ
ょ
う

跡あ
と

  

発
掘
調
査
現
地
説
明
会
を
開
催

 

「
忠

ち
ゅ
う

臣し
ん

蔵ぐ
ら

と
桜
川
地
方
」　

-

赤あ

こ

う穂
浅あ

さ

野の

氏
と
浪ろ

う

士し

の
ふ
る
さ
と-

歴
史
文
化
講
座
⑤

【中
なか

城
じょう

の虎
こ

口
ぐち

の発掘風景】（南から撮影）
　南北にのびる戦国時代の道路跡が見つかりました。中央の 2つの丸い印
が門柱の跡で、ここに門があったことが分かりました。手前には堀を渡る
橋の柱穴が見つかっています。

【
勝か

つ

田た

新し
ん

左ざ

衛え

門も
ん

の
供
養
塔
】(

写
真
中
央)

雨
引
山
楽
法
寺
（
本
木
地
区
）
の
参
道
脇

に
あ
る
勝
田
家
の
墓
地
に
供
養
塔
が
建
ち

「
刃
量
霞
劒
信
士
」
と
い
う
法
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

  

年
が
押
し
詰
ま
っ
て
来
る
こ
ろ

に
な
る
と
、
忠
臣
蔵
が
必
ず
話
題

に
の
ぼ
る
の
が
日
本
の
世
情
。

　

笠
間
藩
領
が
大
部
分
を
占
め
る

桜
川
地
方
か
ら
は
、
多
く
の
人
々

が
浅
野
家
の
家
臣
と
な
り
、
子
孫

は
藩
主
と
と
も
に
赤
穂
へ
と
移
っ

て
い
き
ま
し
た
。
勝か

つ

田た

新し
ん

左ざ

衛え

門も
ん

、
潮

う
し
お

田だ

又ま
た

之の

丞じ
ょ
う

を
は
じ
め
赤あ

こ

う穂

浪ろ
う

士し

に
は
当
地
方
出
身
の
人
々
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

松
の
廊ろ

う

下か

の
大
事
件
を
、
桜
川

【
戸と

部べ

一い
っ

閑か
ん

聞き
き

書が
き

】

討
ち
入
り
4
年
前
の
真
壁
家
旧
臣
調
査
で
、

潮
う
し
お

田だ

又ま
た

之の

丞じ
ょ
う
を
含
む
人
々
が
赤
穂
浅
野
家

に
仕
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

12/３ (金)

鏑木クリニック 加茂部 4-1 0296- 76- 3131

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/10 (日)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

塚田医院 真壁町飯塚 97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/17 (日)

平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/23 (土)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

阿部田医院 真壁町亀熊 123-1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/24 (日)

上の原病院 上野原地新田 159-2 0296- 75- 3128

根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/29 (金)
神山医院本院 西桜川 1-43 0296- 75- 2019

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/30 (土)
上の原病院 上野原地新田 159-2 0296- 75- 3128

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

12/31 (日)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

つくし野クリニック 真壁町椎尾 2022 0296- 70- 7755

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● 12月の休日応急診療医療機関

12月分 健 康 ガイド《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

● 12月の精神保健

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

12/18 (月)

こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

精神ボランティア研修会 10：00 ～ 12：00
精神保健に関心と理解をもっていただき、地域支援の
輪を拡げていきましょう（要申込）
会場：岩瀬福祉センター

第1・2・3・4
火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

12/８  (金) パワーマート岩瀬店（13：30 ～ 16：00）

12/21 (木) 桜川市役所真壁庁舎（10：00 ～ 15：30）

● 12月の献血

さくらがわ　2006.11.1さくらがわ　2006.11.1

● 12月の予防接種

対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/４ (月) ＢＣＧ H18. ８月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体
温計

12/15 (金)

ポリオ　１回目
H18. ６月～７月生
（岩瀬・大和地区）

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

ポリオ　２回目
H18. １月～ 3月生
（岩瀬地区）

12/21 (木)

三種混合Ⅰ期初回－ 2回目 H18. ４月～５月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

三種混合Ⅰ期　追加
H16.12 月～ H17. ５月生
（大和地区）

● 12月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/４ (月) ３か月児育児相談 H18. ８月生 13：00 ～ 13：10 母子健康手帳・問診票・バスタオル

12/11 (月) １歳児健診 H17.12 月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

12/19 (火) １歳６か月児健診 H17. ４月～５月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/６  (水) ３か月児育児相談 H18. ８月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

12/７  (木) ２歳児歯科健診 H16.10 月～ 11月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

12/14 (木) ３歳児健診 H15. ９月～ 11月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・通知した内容の
もの・バスタオル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

12/６ (水) ＢＣＧ H18. ８月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・体温計・予診票

12/８ (金) 三種混合Ⅰ期初回－２回目 H18. ４月～５月生 13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

12/20 (水)

ポリオ　１回目 H18. ６月～７月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

ポリオ　２回目 H18. ２月～３月生
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《一般図書》　

農家の嫁の事件簿こちら北国、山の中　三上亜希子

仇　花　　　　　　　　　　　　　　諸田　玲子

ウルジマラ　　　　　　　　　　　　姜　　　東

常識として知っておきたい日本語　　柴田　　武

旅の絵本　　　　　　　　　　　　　谷内　六郎

江戸まぼろし草子　　　　　　　　　海野　　弘

桜花を見た　　　　　　　　　　　　宇江佐真理

風が見ていた（上・下）　　　　　　 岸　　惠子

おいてけぼり　　　　　　　　　　　洲之内　徹

さくらがわ　2006.11.1

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

こちら葛飾区亀有公園前派出所（1～ 13巻）　秋本　　治

ダヤン シリーズ （１～１３巻）　　　 池田あきこ

ＹＡＷＡＲＡ（１～２９巻）　　　　 浦沢　直樹

《一般図書》

名もなき毒　　　　　　　　　　　　宮部みゆき

風に舞いあがるビニールシート　　　森　　絵都

オシムの言葉　　　　　　　　　　　木村　元彦

人は見た目が９割　　　　　　　　　竹内　一郎

出口のない海　　　　　　　　　　　横山　秀夫

八月の路上に捨てる　　　　　　　　伊藤たかみ

まほろ駅前多田便利軒　　　　　　　三浦しをん

ハルとナツ　　　　　　　　　　　　橋田寿賀子

気高く、強く、美しくあれ　　　　　櫻井よしこ

天命　　　　　　　　　　　　　　　五木　寛之

かわいい映画のかわいいレシピ　　　船田恵編集

【今月のおすすめ図書】

余韻を聞く　　白州　正子

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

岩瀬中央公民館図書室
《児童図書》

そだててあそぼう

６．イネの絵本　　　　　　　　　　やまもとたかかず 編　もとくにこ 絵

７．ムギの絵本　　　　　　　　　　よしだひさし 編　めぐろみよ 絵

８．ソバの絵本　　　　　　　　　　またのとしこ 編　ひらたえりこ 絵

９．ダイズの絵本　　　　　　　　　こくぶんまさえ 編  うえのなおひろ 絵

10．ワタの絵本　　　　　　　　　　ひびあきら 編  やまだひろゆき 絵

《一般図書》

カフーを待ちわびて　　　　　　　　原田　マハ

走れヒュンジョン！　　　　　　　　朴　　美景（パク・ミギョン）

シム ソンズ　　　　　　　　　　　  森谷　　雄

チーム・バチスタの栄光　　　　　　海堂　　尊

花はさくら木　　　　　　　　　　　辻原　　登

ウーマンズ・アイランド　　　　　　林　真理子

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

オシムの言葉　　木村　元彦

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

アニメ絵本シリーズ（１～29巻）
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「
す
き
や
き
」
は
寒
く
な
る
と
喜
ば
れ

る
鍋
料
理
の
一
つ
。

　

関
東
で
は
、
は
じ
め
「
牛
鍋
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　

明
治
4
（
１
８
７
１
）
年
に
刊
行
さ
れ

た
仮か

名な

垣が
き

魯ろ

文ぶ
ん

の
「
安あ

愚ぐ

楽ら

鍋な
べ

」
に
「
牛

鍋
食
わ
ぬ
は
開
け
ぬ
奴
」
と
あ
る
よ
う
に
、

文
明
開
化
の
象
徴
と
み
ら
れ
た
食
べ
も
の

で
す
。
も
っ
と
も
、
明
治
以
前
に
も
ひ
そ

か
に
牛
肉
を
食
べ
て
い
た
地
方
が
あ
り
、

農
夫
が
屋
外
で
鋤す

き

の
鉄
板
に
肉
を
の
せ
て

焼
い
た
の
が
「
鋤
焼
」
の
語
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
薄
切
り
に
し
た
す
き
身
の
肉

を
焼
い
た
か
ら
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

関
東
で
は
「
牛
鍋
」、関
西
で
は
「
鋤
鍋
」

の
呼
び
名
が
東
西
と
も「
す
き
や
き
」に
統

一
さ
れ
た
の
は
、
大
正
末
期
か
ら
で
し
た
。

　

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
坂
本
九
が

歌
っ
た
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」（
永
六

輔
作
詞
、
中
村
八
大
作
曲
）
は
、
ア
メ
リ

カ
で
も
大
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
り
ま
し
た
が
、

タ
イ
ト
ル
は
歌
の
内
容
と
関
係
の
な
い

「
ス
キ
ヤ
キ
」
で
し
た
。
明
治
初
期
に
舶

来
の
食
べ
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
「
す
き

や
き
」
が
、
約
百
年
を
経
て
、
日
本
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

桜
川
文
芸

　

す

き

や

き

言
葉
の

履
歴
書

灯
火
親
し
手
帳
に
残
る
夫
の
文
字田

崎　

信
子

放
牧
の
牛
の
眼
に
満
つ
鰯
雲

植
田　

祥
雲

客
を
待
つ
心
を
活
け
し
秋
の
草

鶴
見　

菊
江

夜
半
覚
め
て
秒
針
の
音
虫
の
声

吉
原　

秀
子

虫
鳴
け
る
ひ
と
り
の
夜
に
い
つ
か
慣
れ

鈴
木　

つ
ぎ

妻
に
な
き
ペ
ン
胼
胝
灯
火
親
し
め
る

飯
山　
　

昭

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

風
も
な
き
朝
の
稲
田
に
一
人
た
て
ば
出
穂
の

香
り
に
安
ら
ぎ
覚
ゆ

田
中　
　

要

衣
食
住
足
り
て
も
た
ら
ぬ
も
の
の
あ
り
何
か

大
事
な
も
の
が
欠
け
い
て

小
林　

和
子

幾
日
か
け
整
え
し
庭
明
る
く
て
涼
風
が
つ
つ

む
身
も
心
を
も

根
本
よ
し
子

花
々
に
語
り
か
け
つ
つ
の
水
や
り
は
夫つ

ま

亡
き

あ
と
の
わ
た
し
の
日
課

宮
田　

君
江

供く

花げ

に
す
と
求
め
し
竜り

ん

胆ど
う

の
花
の
色
は
つ
か

濃
く
な
り
深
み
ゆ
く
秋

青
木　

栄
子

幸
せ
は
朝
の
ひ
と
時
心
地
よ
き
音
楽
の
映
像

「
自
然
百
景
」

市
村　

ヤ
ス

【
一
般
投
稿
】

安
本
に
埋
ま
り
な
が
ら
愁
然
と
読
書
三
昧
の

日
を
夢
に
見
る真

壁
町
東
矢
貝　

藤
田　

光
義

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

秋
の
祭
り
の　

宴
は
楽
し

み
ん
な
張
り
切
る　

か
く
し
芸

岩
瀬
き
み
子

ち
び
り
ち
び
り
の　

酒
一
合
へ

女
が
綴
っ
た　

恋
の
う
た

稲
葉　

建
正

孫
の
祝
い
で　

元
気
を
貰
い

夢
は
大
き
な　

七
五
三

田　
　

哲
人

　

前
月
号
の
【
岩
瀬
短
歌
会
】
作
品
の

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤  
幼
顔
に
う
っ
す
ら
髪
の
生
え
始
め
て

い
よ
い
よ
無
口
孫
十
六
歳五

月
女
静
江

正  

幼
顔
に
う
っ
す
ら
髭
の
生
え
始
め
て

い
よ
い
よ
無
口
孫
十
六
歳五

月
女
静
江

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

手
花
火
に
注
ぐ
眼
差
し
遠
か
り
き藤

田　

凡
鐘

た
わ
む
れ
に
吹
く
口
笛
や
秋
高
し金

田
と
う
女

表
札
は
故
人
の
ま
ん
ま
破
芭
蕉

仁
平　

房
女

生
き
る
と
は
よ
く
眼
る
こ
と
秋
海
棠

若
色
寿
美
女

木
犀
の
香
り
あ
ふ
れ
る
町
に
住
む荻

原　

勅
彦

生
き
ざ
ま
の
た
と
へ
ば
青
き
鳥
瓜島

田
喜
与
子

茗
荷
の
子
土
ご
と
掬
っ
て
ゐ
た
り
け
り

萩
原
き
し
の

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

爽
や
か
に
麻
で
括
れ
る
巫
女
の
髪海

老
沢
静
夫

刈
る
声
の
転
が
っ
て
く
る
豊
の
秋大

関　

く
に

秘
め
ご
と
を
ひ
と
つ
か
か
へ
し
秋
思
か
な

宮
本　

芳
江

灯
火
親
し
最
終
章
ま
で
「
清
張
」
読
む

井
坂　

洋
子

俎
板
の
秋
闌
く
音
と
な
り
に
け
り四

倉　

寂
峰

一
日
の
い
の
ち
尽
く
せ
し
紅
芙
蓉関

根　

幸
子

お
詫
び
と
訂
正



※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

（　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

　初秋を迎えた夜の雨引山楽法寺で、第 4回「迦陵頻伽の韻」（主

催：たなばた会議）が開催されました。

　迦陵頻伽とは、極
ごく

楽
らく

浄
じょうど

土に棲
す

み上半身が美女の姿を持つ鳥のこ

とで、妙
たえ

なる声で仏
ぶっぽう

法を説き、また様々な楽器で音楽を奏
かな

でると

も言われています。月明かりを浴びて浮かび上がる楽法寺。横笛

と琵
び

琶
わ

の調べと呼応するかのような虫の音と木々の音。観客席の

300 余人は夜の楽法寺に響く古典の雅
みやび

に聴き入っていました。

【夜の雨
あまびきさん

引山楽
らくほうじ

法寺で「迦
かりょうびんが

陵頻伽の韻
しらべ

」】
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TEL：0296-58-5111(代表）
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わが家の笑顔わが家の笑顔

おじぃちゃんからひとこと

　歌ったり、おどったり、

笑いをまきおこしてくれ

る、元気なゆうちゃん。

じぃちゃん、ばぁちゃん

を楽しませてくれます。

お母さんからひとこと

　３歳のお誕生日、大

好きなトーマスランドに

行けてよかったね。いつ

も明るく元気な２人。思

いやりのある優しい子に

育ってね。

鯉
こいぶち

渕 有
ゆ う き

貴ちゃん

 平成 16年５月 11日生

( 真壁町東矢貝地区 )

萩
はぎわら

原 輝
ひかる

ちゃん( 写真右 )

 平成 15 年９月 2日生

　

昔
な
つ
か
し
い
「
す
い
と
ん
」

で
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
と
、
桜

川
市
真
壁
商
工
会
主
催
の
「
第
２

回
ア
イ
デ
ア
す
い
と
ん
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は“

夏
の
す
い
と
ん“

が

テ
ー
マ
。
こ
の
日
、
応
募
36
作
品

の
中
か
ら
１
次
審
査
（
書
類
）
を

通
っ
た
６
作
品
７
人
が
自
慢
の

す
い
と
ん
料
理
で
腕
を
競
い
ま
し

た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
１
時

間
の
制
限
時
間
の
中
、
審
査
員
の

質
問
に
も
に
こ
や
か
に
答
え
な
が

ら
全
員
が
無
事
に
料
理
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
査
員
７

人
に
よ
り
、
創
意
工
夫
・
栄
養
バ

ラ
ン
ス
な
ど
５
項
目
に
わ
た
っ
て

審
査
さ
れ
、
す
い
と
ん
大
賞
な
ど

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

　

夏
の
す
い
と
ん

　

夏
の
す
い
と
ん

　

夏
の
す
い
と
ん　

勢
揃
い

勢
揃
い

　

夏
の
す
い
と
ん

　

夏
の
す
い
と
ん

　

夏
の
す
い
と
ん

”

【
ア
イ
デ
ィ
ア
す
い
と
ん
賞
】

「
夏
の
和
風

　
　

サ
ラ
ダ
す
い
と
ん
」

　
　

斉さ
い
と
う藤 

京き
ょ
う
こ子 

さ
ん

（
真
壁
町
源げ
ん
ぼ
う
じ

法
寺
地
区
）

勢
揃
い

勢
揃
い

“
【
真
壁
す
い
と
ん
大
賞
】

「
ご
ま
だ
れ

　
　

冷
し
す
い
と
ん
」

　
　

池い

け

だ田 

直な

お

こ子 

さ
ん

（
小こ

し

お塩
地
区
）

【
真
壁
す
い
と
ん
賞
】

「
す
い
と
ん
の
冷
や
し

　

ぜ
ん
ざ
い 

桜
川
の
四
季
」

　
　

細ほ

そ

だ田 

和か
ず
ゆ
き幸 

さ
ん

（
水
戸
市
）

【
ア
イ
デ
ィ
ア
す
い
と
ん
賞
】

「
南
瓜
と
完
熟
ト
マ
ト
の

　
　

イ
タ
リ
ア
風S
uiton

」

　
　

吉よ
し
わ
ら原 

朱あ

け

み美 

さ
ん

（
真
壁
町
椎
尾
地
区
）

【
ア
イ
デ
ィ
ア
す
い
と
ん
賞
】

「
夏
ナ
ス
す
い
と
ん
」

　
　

黒く

ろ

だ田 

祐ゆ

り

こ

里
子 

さ
ん

（
真
壁
町
椎
尾
地
区
）

【
ア
イ
デ
ィ
ア
す
い
と
ん
賞
】

「
ト
マ
ト
と
自
然
薯
の

　

さ
わ
や
か
す
い
と
ん
」

　
　

一
い
ち
じ
ょ
う条 

善ぜ

ん

え惠 

さ
ん

（
行な
め
が
た方

市
）

”

“

第
２
回
「
ア
イ
デ
ィ
ア
す
い
と
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」
大
賞

萩
はぎわら

原 瞳
ひとみ

ちゃん( 写真中央 )

 平成 17 年 6月 29 日生

( 本木地区 )

　
　

中な
か
ざ
と里 

保や

す

こ子 

さ
ん

（
真
壁
町
真
壁
地
区
）

池い
け

田だ 

直な
お

子こ

さ
ん
（
小こ

塩し
お

地
区
）


